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シートベルトはあなたのも命綱ク

町議会で着用推進を決議

交通事故を防止し、安全で快適な交通

環境を確保することは、町民すべての願

いである。

しかしながら、車両の増加と性能の向

上は、交通体系の変化をきたし、これに

伴い交通事故は激増し、尊い生命が奪わ

れ、あるいは傷つけられ、家庭の悲劇を

もたらしている。

交通事故を絶滅することは、全国民の

願いであり、そのためにはシートベルト

の着用が最大の効果があり、その定着化

の推進は急務となっているが、着用率は

依然として低いのが現状である。

よって、本議会は交通安全対策の一層

の推進を図るとともに、町民の生命を尊

重するため、シートベルト着用を強力に

展開すべきである。

以上、決議する。

昭和60年7月30日

水　巻　町　議　会

自
動
車
乗
員
死
亡
者
の

損
傷
部
位
お
よ
び
発
生
率

5

2
賀 日

郡

巧
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道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
主
な
も
の
は
九
月
一
日
以

降
、
段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
こ
こ
数
年
増
え
始
め
た
死
亡
事
故
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
か
車
社
会
″
の
新
し
い
秩
序
づ
く
り
を
目
指
す
も

の
で
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

9

月

1

日

施

行

す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
助
手
席
に
す
わ
る

人
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
て
か
ら

で
な
い
と
、
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

同
時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
後
部
座
席
に
す

わ
る
人
に
対
し
て
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

∧
違
反
し
た
場
合
の
措
置
∨

高
速
道
路
＝
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
が
着

用
し
て
い
な
い
場
合
に
行
政
処
分
点
数
一

点
。

一
般
道
路
＝
今
回
の
法
改
正
の
趣
旨
が

ド
ラ
イ
バ
ー
に
徹
底
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
意
識
が
向
上
し
た
段
階
で
、
行
政
処
分
点

今回の改正の主なものは9月1日から施
行されますが、ミニバイクの右折方5童やヘ

ルメットの善用義務は遅れて施行されます。
施行日は）欠のとおりです。

改正道路交〕凰法の主なものの施行期日

改　 正　 内　 容 施行日

トシー トベル トの着用義務
昭和60年

9 月1 日
ト初心者ライダーの．2人乗り禁止

ト空ぶかし等の禁止

トミニバイクの交差点におけるも
昭和61年

1 月1 日
折方法の変更

ト初心者 ドライバーのための講習

トミニバイクライダーのヘルメッ 牒 湘 61年

ト着用義務 7 月 5 日

数
を
付
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

∧
特
例
∨

次
に
挙
げ
る
よ
う
な
人
は
、
着
用
義
務
を

免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
乗
り
降
り
の
ひ
ん
ば
ん
な
郵
便
集
配
車
な

ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー

▽
妊
娠
や
負
傷
し
て
い
る
人
な
ど
、
療
養
上

ま
た
は
健
康
の
保
持
上
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す

る
の
が
適
当
で
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

▽
体
が
非
常
に
大
き
い
、
あ
る
い
は
小
さ
い

の
で
適
切
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
で
き
な

い
ド
ラ
イ
バ
ー

▽
バ
ッ
ク
の
運
転
を
す
る
と
き
の
ド
ラ
イ
バ

▽
そ
の
他
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
複
数
の
警
察
用

車
両
で
護
衛
等
さ
れ
て
い
る
車
の
ド
ラ
イ
バ

ー
や
公
職
選
挙
法
上
の
選
挙
用
自
動
車
の
ド

ラ
イ
バ
ー
（
候
補
者
や
運
動
員
に
限
る
）
な

ど
で
す
。

な
お
、
助
手
席
同
乗
者
に
つ
い
て
も
、
ほ

ば
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合
に
準
じ
て
免
除
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
の

二
人
乗
り
禁
止

9

月

1

8

施

行

自
動
二
輪
車
の
免
許
を
取
っ
て
一
年
末
満

の
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
は
、
二
人
乗
り
を
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
巾
の
二
人
乗
り
運
転
中
の

死
亡
事
故
を
み
る
と
、
約
七
割
が
免
許
取
得

一
年
末
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
で
占
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

∧
違
反
し
た
場
合
の
措
置
∨

行
政
処
分
点
数
一
点
。
反
則
金
四
千
円
。

罰
則
三
万
円
以
下
の
罰
金
。

初
心
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の

講
習

昭
和
6
1
年
1
月
1
日
施
行

へ
原
動
機
付
自
転
車
）

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
右
折
方
法
が

変
わ
り
ま
す

昭
和
引
年
1
月
1
8
施
行

空
ぶ
か
し
等
の
行
為
が

禁
止
さ
れ
ま
す

9
月
1
日
施
行

ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
、
正
当
な
理

由
が
な
く
、
著
し
く
人
に
迷
惑
に
な
る
騒
音

を
生
じ
さ
せ
る
方
法
で
急
発
進
、
急
加
速
、

空
ぶ
か
し
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

＜
違
反
し
た
場
合
の
措
置
∨

行
政
処
分
点
数
一
点
。

次
に
挙
げ
る
通
路
で
は
、
図
の
よ
う
に
曲

が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
棟
識
で
右
折
方
法
が
指
定
さ
れ
て
い
る
交

差
点

⑧
片
側
三
車
線
以
上
あ
る
道
路
で
倍
号
機
の

あ
る
交
差
点
（
標
識
等
で
除
外
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
）

つ
ま
り
、
ま
ず
左
端
を
走
り
交
差
点
の
瑞

を
直
進
し
、
そ
こ
で
車
体
の
向
き
を
変
え
、

進
む
方
向
の
信
号
に
従
っ
て
直
進
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

∧
違
反
し
た
場
合
の
措
置
∨

行
政
処
分
点
数
一
点
、
反
則
金
二
千
円
。

罰
則
一
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
。

（

免
許
取
得
後
一
年
以
内
に
行
政
処
分
点
数

の
合
計
が
四
点
か
五
点
に
な
っ
た
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
公
安
委
且
会
が
行
う
「
初
心
運
転
者

講
習
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。初

心
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
交
通
社
会
に
慣

れ
て
い
な
い
の
で
、
違
反
を
し
た
り
、
事
故

を
起
こ
す
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

免
許
停
止
に
な
る
前
に
、
も
う
一
度
安
全
に

関
す
る
講
習
を
受
け
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
ラ
イ
ダ

に
も
義
務
付
け

昭
和
6
1
年
7
月
5
日
施
行

ミ
ニ
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
人
は
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

施
行
は
来
年
の
七
月
五
日
か
ら
で
す
が
、

施
行
前
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
身
の
安

全
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

∧
違
反
し
た
場
合
の
措
置
∨

行
政
処
分
点
数
一
点
。
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簡素にして効率的な

行政の実現を目指して

行
政
改
革
推
進
委
員
会と

は
　
－
。

国
に
お
い
て
は
、
膨
大
な
国
債
（
借
金
）

を
か
か
え
た
財
政
の
立
直
し
を
図
る
べ
く
、

行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
覆
し
、
政
府
の

組
織
や
制
度
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

一
万
、
地
方
自
治
体
で
は
、
こ
れ
ま
で
国

に
先
が
け
て
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
地
方
財
政
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
く
、
こ
れ
を
克
服
し
て
人
口

の
高
齢
化
、
高
度
情
報
社
会
へ
の
移
行
、
住

民
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
っ
つ
活
力
あ
る
町
つ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
住
民
福
祉
の
増
進
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の
組
織
や
制

度
、
施
策
な
ど
を
思
い
切
っ
て
見
直
し
、
簡

素
に
し
て
効
率
的
な
行
政
を
実
現
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

水
巻
町
で
も
六
月
議
会
に
「
行
政
改
革
推

進
委
畳
表
置
条
例
」
を
提
案
し
、
可
決
い

た
だ
き
ま
し
た
。

行
政
改
革
の
進
め
方
は
　
－
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
行
政

改
革
を
進
め
る
か
と
言
う
こ
と
で
す
が
－
。

「
推
進
委
員
会
」
と
「
推
進
本
部
」
が
あ

り
ま
す
。
推
進
委
員
会
は
、
町
民
代
表
、
学

識
経
験
者
、
町
議
会
議
員
な
ど
十
五
名
で
構

成
さ
れ
町
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議

し
、
町
長
に
答
申
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
推
進
本
郡
は
町
長
、
助
役
、
各
課
長
が

構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
り
①
事
務
事
業
や
⑧
組

織
・
機
構
な
ど
の
見
直
し
を
進
め
て
推
進
委

員
会
に
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
て
「
行
政
改

葺
大
綱
」
を
策
定
し
、
実
施
し
ま
す
。

七
月
二
十
六
日
、
第
一
回
目
の
委
員
会
が

開
か
れ
正
副
会
長
が
決
ま
り
発
足
し
ま
し
た

〔
行
政
改
革
推
進
委
員
会

メ
ン
バ
ー
〕
　
　
敬
称
略
、
噸
不
同

○
学
識
経
験
者

大
月
忠
男
　
入
江
末
彦
（
会
長
）

○
町
民
代
表

藤
崎
正
志
、
吉
田
サ
カ
工
、
栗
川
正
雄

井
上
　
毅
、
江
藤
一
正
、
鳥
谷
利
光
（

副
会
長
）
、
岩
根
広
明

○
町
議
会
議
員

高
橋
次
生
、
書
住
善
明
、
石
塚
　
章
、

大
場
寿
墓
碑
、
加
納
弘

○
町
の
職
員
　
山
下
勝
利

机
小
学
校
給
食
棟
の
建
設

現
在
、
教
室
を
改
造
し
て
給
食
室
に
充
て

て
い
る
た
め
新
し
く
建
設
し
ま
す
。

工
期
は
八
月
一
日
か
ら
来
年
一
月
二
十
日

ま
で
、
正
光
建
設
株
式
会
社
が
請
負
ま
し
た

工
事
金
額
は
三
千
五
百
六
十
八
万
円
で
す
。

野
間
・
迎
線
改
良
舗
装
工
事

上
二
地
内
の
道
路
で
、
延
長
四
五
五
・
九

メ
ー
ト
ル
を
改
良
舗
装
し
ま
す
。

工
期
は
八
月
十
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
ま

で
、
増
田
建
設
株
式
会
社
が
請
負
ま
し
た
。

工
事
金
額
は
三
千
二
百
五
十
万
円
で
す
。

了シリース、喜

退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
官
庁
を
退
職
し
た
人
は
、
家
族
を

含
め
て
居
住
地
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
齢
的
に
み
て
も
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
多
く
な
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
ま
で
九
割
給
付
で
あ
っ

た
医
療
費
が
急
に
七
割
給
付
（
三
割
負
担
）

に
な
る
た
め
、
こ
の
急
激
な
医
療
費
の
負
担

増
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
退
職
者
医

療
制
度
の
ね
ら
い
で
す
。

た
だ
し
、
退
職
被
保
険
者
と
そ
の
被
扶
養

者
は
、
医
療
費
の
給
付
率
が
、
本
人
「
八
割

（
二
割
負
担
）
」
、
被
扶
養
者
の
入
院
「
八

割
（
二
割
負
担
）
」
、
通
院
「
七
割
（
一
二
割

負
担
）
」
と
、
一
般
被
保
険
者
と
比
べ
て
多

少
有
利
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
保

険
給
付
や
保
険
税
の
算
定
な
ど
に
つ
い
て
は

一
般
被
保
険
者
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
い
ま

す
。退

職
被
保
険
者
の
適
用
を
受
け
る
人
は
、

退
職
し
て
老
齢
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

（
厚
生
年
金
は
六
十
歳
、
共
済
組
合
は
五
十

五
歳
か
ら
）
で
、
七
十
歳
に
な
る
ま
で
の
期

間
で
す
。
七
十
歳
に
な
り
ま
す
と
、
老
人
保

健
制
度
の
通
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
時
点
で
退
職
被
保
険
者
と
そ
の

被
扶
養
者
は
一
般
の
被
保
険
者
に
移
行
し
ま

す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
医
療
費
の
負
揖
率
は

七
十
歳
以
上
の
人
を
除
き
、
す
べ
て
「
三
割

」
と
な
り
ま
す
。
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ん に 限 る ）

ｌ

三
種
混
合
の
予
防
接
種

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ヤ
・
破
傷
風

▽
対
象
児

二
歳
以
上
四
歳
未
満
の
幼
児

▽
実
施
方
法

○
第
一
期
の
接
種
…
…
三
週
間
か
ら
八
週

間
の
間
隔
で
、
三
回
接
種
で
第
一
期
完
了

〇
第
二
期
の
接
種
…
…
第
一
期
終
了
後
、

一
年
か
ら
一
年
半
経
過
し
た
幼
児

（
日
程
表
を
よ
く
見
て
受
け
て
く
だ
さ
い
）

かわはら　ゆうすけ

川原　佑介　くん
昭和59年8月10日生

鳩空）さんの長男
僕、おばあちゃんが大好き。

今もむすんでひらいて、を習っ
てるんだ。覚える事ばかりで、

よく熱を出すけど食欲だけは旺
盛－食べ物を見ると一南棟。

（おかの台11棟）

ｌ月　 日 時　 間 ｌ場　 所

1 回目 ｌ9 月 3 日 ！
受付

午後 1 時50分
～

午後 2 時30分

1ｌ慧 会議室

】

2 回目 9 月25日
ｌ

▽
次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い

○
問
診
票
は
会
場
に
置
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
筆
記
用
具
と
印
鑑
を
持
参
下
さ
い

前
も
っ
て
健
康
対
策
係
に
取
り
に
来
ら

れ
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

○
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ
て
来
る
こ
と

○
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
次
の
子
供
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

○
熱
が
あ
っ
た
り
、
下
痢
し
た
り
、
慢
性

疾
患
に
か
か
り
体
調
の
憩
い
子
供

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

〇
一
カ
月
以
内
に
、
は
し
か
・
お
た
ふ
く

風
・
水
痘
な
ど
ビ
ー
ル
ス
性
の
疾
患
に

か
か
っ
た
子
供

○
ヒ
キ
ッ
ケ
を
起
こ
し
て
一
年
以
上
経
過

し
て
な
い
子
供

※
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ

ん
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

健康教室プログラム
日　に　ち 受付時間 場　　 所 内　　　 ．容

備　 考 】
健 康 相 談

8 月22 日
13：00～

13：30

役場

101会議室
開講式，高血圧を防ごう 医　 師

・検尿

・血圧測定

8 月29 日
13：00～ 役場 もっと体を動かそう・

体操のできる服装で
・検尿

13：30 101会議室 レクレーションダンス1 ・血圧測定

9 月5 日
13：00～ 役場 もっと体を動かそう・

体操のできる服装で
・検尿

13：30 101会議室 レクレーションダンス2 ・血圧測定

9 月12日
9：00～・

10：00
運賃保健所 調理 実習 ・健康食 1

朝の味噌汁を

持参 してください

・検尿

・血圧測定
・塩分テスト

9 月19日
9：00～

10：00
遠賀保健所 調理 実習 ・健康食 2

朝の味噌汁を

持参 してください

・検尿

・血圧測定

・塩分テスト

9 月26日
13：00～

13：30

役場

101会議室
グ　ル　ー　プ　ワ　ー ク “私の健康法”発表

・検尿

・血圧測定

＊毎臥 健即 日談を実施 しますので、健康手帳をおもちの方は忘れずに！ ＊調理実習の時のみ

午前中ですので、時間を間違えか、ようにおこしください。＊できるだけ、6回参加してください0

『
嘩
康
は
、
失
っ
て
み
て
、
は
じ
め
て
、

わ
か
る
も
の
』
と
、
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

暑
さ
厳
し
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

夏
パ
テ
し
な
い
よ
う
、
も
う
一
度
占
分
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
″
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

定
員
は
二
十
名
で
す
。
電
話
に
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
対
畢
係

へ
お
聞
合
せ
く
だ
さ
い
。
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夏
パ
　
テ
対
策
は

いすみ　こう　じ

和泉　孝司　くん
昭和59年8月20日生

（妄津雪）さんの次男

キリンさんの押し車を得意げ
に家中を押して回って、あんよ

の練習中で－す。食べ物を見る
と一目散、お兄ちゃんに負けず

劣らずのワンバク。心のやさし

い子に。（吉田2309番地の3）

暑
さ
も
峠
を
む
か
え
る
八
月
初
旬
か
ら
中

旬
す
ぎ
に
か
け
て
は
、
も
っ
と
も
夏
パ
テ
し

や
す
い
時
期
で
す
。

夏
パ
テ
対
策
で
何
よ
り
大
切
な
の
は
睡
眠

の
確
保
。
体
内
に
こ
も
っ
た
熱
を
冷
や
し
、

寝
苦
し
さ
を
と
り
除
く
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
を

上
手
に
使
う
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

シ
ャ
ワ
ー
の
使
い
方
は
、
で
き
れ
ば
夜
に

二
回
ほ
ど
。
一
回
目
は
少
し
冷
た
い
水
で
汗

を
流
し
、
二
回
目
は
人
肌
く
ら
い
の
ぬ
る
ま

湯
を
浴
び
ま
す
。
ま
た
、
寝
る
間
ぎ
わ
に
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
な
わ
と
び
な
ど
の
運
動
を
す

る
と
、
体
に
熱
が
た
ま
り
寝
つ
き
が
意
く
な

る
の
で
、
こ
の
時
期
は
避
け
た
ほ
う
が
賢
明

で
し
ょ
う
。

時
間
が
許
す
な
ら
昼
寝
も
疲
労
回
復
に
役

立
ち
ま
す
が
、
そ
れ
も
二
時
間
ま
で
。
長
す

乙もノ＿一声．．＿

ざ
る
と
自
律
神
経
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
夜
寝

つ
け
な
く
な
り
意
循
環
を
お
こ
し
か
ね
ま
せ

ん
。
食
事
で
は
、
暑
い
と
体
内
で
の
消
費
量

が
増
え
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ
の
摂
取
に
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
冷
や
し
た
茶
わ
ん
兼
Ｌ

や
、
冷
や
や
っ
こ
に
刻
み
納
豆
を
か
け
た
納

豆
豆
腐
の
よ
う
な
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
を
多
く
含

ん
だ
食
品
を
使
っ
て
ロ
あ
た
り
の
よ
い
献
立

を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

猛暑の中で熱戦

ト
ス
／
　
ス
パ
イ
ク
／
　
少
女
た
ち
の
元

気
な
声
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。

最
高
気
温
三
十
六
度
を
超
す
猛
暑
と
な
っ

た
七
月
二
十
八
日
、
町
民
体
育
館
に
町
内
か

ら
十
三
チ
ー
ム
・
百
五
十
名
の
中
学
生
女
子

が
集
ま
の
∴
第
八
回
中
学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
ば
む
館
内
で
は
、

父
母
や
地
区
の
盛
ん
な
応
援
を
受
け
、
流
れ

／
　
る
汗
を
ぬ
ぐ
う
こ
と
も
わ
す
れ
、
懸
命
に
白

レ
　
球
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

ｒ
　
　
試
合
は
、
下
二
が
対
戦
相
手
を
い
ず
れ
も

ノ
　
二
対
○
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
優
勝
し
ま
し

た
。
準
優
勝
は
上
二
チ
ー
ム
で
し
た
。

み
ん
な
の
力
で
、
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
～
と
、
水
巻
町
防
犯
協
会
と
折
居

警
察
署
の
協
同
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
水
巻
町
防
犯
協
会
の

活
動
と
し
て
夏
の
防
犯
運
動
巾
に
実

やまぐち　こう　じ

山　口　清二　くん

昭和59年8月27日生

（吾萱妄）さんの次男

お兄ちゃんとオモチャの取り
合いで、いつも兄弟げんか。わ

が家のワンバクさんです。今か
ら色んな事が待ってます、でも

浩二は男、元気で強い子に育っ

てね‥・父母より（頃末370の1）

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ツ
写
真
は
七
月
二
十
日
、
水
巻
駅

前
で
通
勤
・
通
学
者
に
チ
ラ

ツ
　
シ
な
ど
を
配
り
、
防
犯
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
る

防
犯
協
会
の
役
員
や

折
尾
警
察
署
の
万

々
。

郡
民
水
泳
大
会
（
地
区
予
選
）
が
七
月
二

十
一
日
、
芦
屋
町
民
プ
ー
ル
で
開
か
れ
、
こ

の
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
次
の
選
手
が
八
月

十
八
日
、
北
九
州
市
桃
園
プ
ー
ル
で
開
か
れ

る
県
民
体
育
大
会
水
泳
競
技
に
出
易
し
ま
す

〔
水
巻
町
か
ら
の
出
場
者
〕

▽
田
中
友
規
（
机
ス
ポ
少
）
▽
竹
内
健
一
郎

県民水泳大会に

30名　が出場

。≦；三二コ

（
机
ス
ポ
少
）
▽
大
場
了
（
猪
熊
ス
ポ
少
）

▽
梶
山
直
樹
（
机
ス
ポ
少
〕
▽
中
西
良
（
机

ス
ポ
少
）
▽
吉
沢
規
宏
（
南
由
）
▽
岩
崎
剛

（
机
ス
ポ
少
）
▽
足
立
栄
三
郎
（
猪
熊
ス
ポ

少
）
▽
渡
辺
博
（
頃
末
ス
ポ
少
）
▽
前
田
正

樹
（
水
巻
申
）
▽
佐
藤
健
一
郎
（
水
巻
申
）

▽
原
田
清
次
（
水
巻
申
）
▽
森
田
英
章
（
南

中
）
▽
遠
坂
裕
（
机
ス
ポ
少
）
▽
坂
井
健
太

郎
（
東
海
五
高
）
▽
山
下
政
二
（
戸
畑
工
高

職
員
）
▽
池
田
直
樹
（
Ｓ
Ｇ
Ｓ
小
倉
）
▽
有

吉
範
敏
（
九
大
助
手
）
▽
山
形
美
和
（
猪
熊

ス
ポ
少
）
▽
本
多
素
意
（
机
ス
ポ
少
）
▽
永

渕
直
子
（
猪
熊
ス
ポ
少
）
▽
渡
辺
菜
博
美
（

頃
宋
ス
ポ
少
）
▽
大
江
壌
美
（
頃
末
ス
ポ
少
）

▽
大
場
愛
（
猪
熊
ス
ポ
少
）
▽
渡
部
宮
子
（

猪
熊
ス
ポ
少
）
▽
田
中
美
由
貴
（
机
ス
ポ
少
）

▽
池
田
麻
衣
子
（
水
巻
巾
）
▽
田
由
さ
お
り

（
水
巻
申
）
▽
森
田
き
よ
（
南
中
）
▽
池
田

聖
子
（
水
巻
由
）
　
　
　
　
以
上
三
十
名
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▽
受
付
期
間

9
月
2
日
か
ら
9
月
⊥
4
日
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
み
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

（
千
八
一
二
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七

番
七
号
　
県
庁
内
　
舎
〇
九
二
－
六
四
一

－
三
八
八
三
）
ま
で
。

脚‖…Ⅲｌ

▽
試
験
区
分
と
採
用
予
定
数

【
中
級
】
行
政
事
務
4
5
人
、
警
察
事
務
ュ
0

人
、
栄
養
士
5
人
　
【
初
級
】
一
般
事
務

3
0
人
、
学
校
事
務
5
人
、
警
察
事
務
上
5
人

土
木
ュ
0
人
、
農
業
土
木
と
林
業
は
若
干
人

▽
受
験
資
格

【
由
級
】
侶
和
3
5
年
1
月
2
日
か
ら
昭
和

4
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。
た

だ
し
、
栄
雲
士
は
栄
養
士
の
免
許
を
有
す

る
者
又
は
来
年
5
月
ま
で
に
取
得
見
込
の

者
。
【
初
級
】
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
4
3
年
1
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

た
だ
し
、
大
学
に
お
け
る
在
学
期
間
が
2

年
を
超
え
る
者
を
除
く
。

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
7
鉦
1
月
2
日
か

ら
昭
和
4
3
等
牒
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

▽
申
込
受
付
期
間

9
月
9
日
か
ら
9
月
1
7
日
ま
で

▽
試
験
区
分
　
①
一
般
事
務
⑧
電
気
④

機
械
④
土
木
㊥
建
築

▽
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
提
出
先

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人
事

係
（
〒
八
一
二
　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
二
丁
目
十
番
七
号
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

箱
岡
防
衛
施
設
局
人
事
係
（
魯
〇
九
二

1
四
七
ニ
ー
二
三
≡
）
ま
で
。

▽
試
験
日
時
　
1
0
月
2
0
日
（
日
）

午
後
0
時
3
0
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

▽
試
験
会
場
　
九
州
産
業
大
学

▽
受
験
資
格
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ

ば
受
験
で
き
ま
す
。

川
高
等
学
校
卒
業
者
は
宅
地
建
物
の
取
引

に
開
し
二
年
以
上
の
実
務
経
験
者
…
な
ど

▽
受
付
期
間
　
9
月
2
日
～
9
月
6
日

▽
受
付
場
所
　
県
建
築
管
理
課
指
導
係
又
は

北
九
州
土
木
事
務
所
建
築
課

▽
用
紙
配
布
　
受
験
案
内
書
及
び
受
験
願
書

は
八
月
十
三
日
か
ら
受
付
場
所
で
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
会
議
室
（
但
し
、

十
二
日
の
午
後
は
一
〇
二
会
議
室
）

▽
持
っ
て
来
る
も
の

①
福
祉
年
金
証
書

㊤
印
鑑
（
年
金
受
給
に
使
う
も
の
）

⑨
公
的
年
金
受
給
者
は
、
そ
の
証
書

▽
採
用
人
員
　
約
二
百
名
（
北
九
州
地

区
百
二
十
名
、
南
九
州
地
区
八
十
名
）

▽
募
集
期
間
　
9
月
2
日
～
9
月
⊥
1
日

※
応
募
要
領
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近

く
の
郵
便
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
八
月

支
払
分
の
住
金
を
受
け
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に

「
年
金
証
書
」
を
役
場
に
捏
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
、
所
得
な
ど
を
調
査
し
て
来
年

七
月
分
ま
で
の
支
給
年
金
額
を
証
書
に
記
入

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
も
し
、
こ
の
証
書

の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
次
の
十
一
月
支
払
分

の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
次
の
日
程
で
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
八
月
十
二
日
、
八
月
十
三
日

午
前
九
時
～
正
午

午
後
一
時
～
午
後
四
時

国
債
な
ど
の
長
期
金
利
の
改
定
に
伴
い
、

昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以
降
の
申
込
受
理
分

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

（
　
）
円
は
旧
金
利

㊥
融
資
金
の
う
ち
五
百
五
十
万
円
ま
で
の
額

①
当
初
二
年
間
　
竺
ハ
省
（
六
軒
）

⑧
次
の
三
年
閏
　
年
六
㌫
（
六
㌫
）

④
六
年
目
以
降
　
年
六
・
七
八
軒

（
六
・
九
四
㌫
）

㊥
融
資
金
の
う
ち
五
百
五
十
万
円
を
超
え
る

額
　
竺
ハ
・
七
八
㌫
（
六
・
九
四
郡
）

㊥
福
岡
の
家
と
は
　
－
。

県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
が
実
施
し
た
木

造
住
宅
タ
福
岡
の
家
〟
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
賞
し
た
住
宅
で
、
標
準
床
面
積
九
十
平
方

㍍
か
ら
百
五
十
平
方
㍍
ま
で
の
三
十
プ
ラ
ン

が
あ
り
ま
す
。

㊥
利
子
補
給
の
内
容
　
－
。

利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
住
宅
建
設
資
金

は
、
償
還
期
限
が
十
年
以
上
、
融
資
額
百
万

円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
四
百
万
円
ま
で
の

額
。
利
子
補
給
金
の
額
は
、
利
子
補
給
対
象

融
資
金
の
貸
付
利
率
の
う
ち
住
宅
金
融
公
庫

の
貸
付
利
率
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
年
三

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
。
利
子
補
給
期
間
五
年
間

④
申
込
み
方
法
及
び
期
間

県
木
連
（
千
八
一
〇
福
岡
市
由
央
区
舞

鶴
一
丁
目
四
彗
一
八
号
）
に
、
八
月
十
五
日

か
ら
十
月
六
日
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
関
係
書
類
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
林

政
課
（
禽
〇
九
二
－
六
二
二
上
四
〇
五
）

又
は
県
木
連
（
魯
〇
九
二
－
七
五
一
上
七

三
一
）
へ
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、
県
産
材
を
利
用
し
て
木
造

住
宅
感
岡
の
家
■
を
新
築
す
る
人
が
住
宅

金
融
公
庫
の
業
務
を
受
託
し
て
い
る
金
融
機

関
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
場
合
に
、
そ

の
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
の
一
部
を
県
が
補
給

す
る
も
の
で
す
。

（

福
祉
手
当
の
四
月
か
ら
七
月
分
は
、
「
八

月
九
日
以
降
」
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

受
給
者
は
、
「
印
か
ん
」
「
通
帳
」
を
持

参
の
う
え
、
遠
賀
宿
用
金
庫
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
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こ
の
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ
ー
ト
の
添
削

が
巾
心
で
、
だ
れ
で
も
自
宅
に
い
な
が
ら
自

分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
学
べ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

講
座
は
書
道
、
硬
筆
、
楽
し
い
母
と
子
の

書
き
方
、
簿
記
、
俳
句
、
短
歌
、
古
典
、
美

し
い
日
本
語
、
文
書
、
絵
画
、
囲
碁
、
英
語

国
語
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
写
兵
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

の
十
六
講
座
五
十
コ
ー
ス
で
す
。

▽
受
付
期
間
　
8
月
1
日
～
ュ
0
月
1
0
日

※
詳
し
い
案
内
番
を
こ
希
望
の
方
は
、
お
近

く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
た
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
Ｃ
Ｔ
係

（
〒
一
八
六
　
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二

の
三
六
）
へ
講
座
名
と
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
書
い
て
ハ
ガ
キ
で
請
求
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
　
①
増
改
築
無
料
相
談
（
設
計
、
資

金
、
税
金
、
法
律
等
）
⑧
最
新
住
宅
設

備
機
器
、
建
材
、
イ
ン
テ
リ
ア
…
な
ど

※
入
場
は
無
料
で
す
。
聞
合
せ
先
　
宙
〇
九

二
－
七
一
三
上
三
七

▽
日
時
　
9
月
5
日
・
6
日
・
7
日

午
酎
ュ
0
時
～
午
後
7
時
（
た
だ

し
、
7
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

▽
会
場
　
福
岡
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
主
催
　
（
財
）
　
福
岡
県
住
宅
セ
ン
タ
ー

住
宅
金
融
公
庫
の
個
人
向
け
融
資
の
受
付

け
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
8
月
ュ
5
日
～
9
月
ュ
0
日

▽
融
資
額
①
個
人
住
宅
建
設
五
百
七
十

万
円
⑧
建
売
住
宅
購
入
八
百
五
十
万
円

④
マ
ン
シ
ョ
ン
時
人
七
百
九
十
万
円

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
々
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
頃
末
　
故
・
後
田
圃
廣
殿

後
田
ミ
ツ
子
殿

▽
吉
田
二
　
故
・
服
部
赤
一
殿

服
部
　
文
男
殿

▽
頃
宋
　
故
・
丸
山
セ
キ
ノ
殿

丸
山
　
銀
蔵
殿

▽
頃
　
宋
　
故
・
浦
田
静
一
殿

障害者の主張に
応募しませんか

諌二三

▽
金
利
住
宅
の
面
積
に
よ
豊
・
吉
か
　
▽
二

ら
七
・
二
㌫
ま
で
。

※
詳
し
く
は
、
取
扱
金
融
機
関
に
お
た
ず
ね
　
▽
二

く
だ
さ
い
。

浦
田
ユ
キ
工
殿

故
・
吉
岡
バ
ツ
殿

吉
岡
　
功
殿

故
・
楽
本
眞
害
殿

楽
本
ト
メ
子
殿

▽
テ
ー
マ
　
「
私
の
道
」
　
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
五
枚
以
内
（
点
字
で
も
可
）

▽
応
募
資
格
県
内
居
住
の
障
害
児
（
者
）

及
び
そ
の
家
族
の
万
に
限
り
ま
す
。

▽
し
め
き
り
　
昭
和
六
十
年
九
月
五
日
ま
で

▽
応
募
先
及
び
問
合
せ
先

福
岡
県
民
生
部
障
害
福
祉
課
（
〒
八
一

二
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
番
七
号

含
〇
九
二
－
六
四
千
四
七
六
一
）

盆休みのお知らせ

間男5ｍ

8月14口・15日

ただし、住民課、健康対策課、税務課、住宅

係、水道課は通常どおり業務を行います。

8月13日から8月16日まで

8月14日・15日

※盆休み中は、ごみを出さないでください。

もし出されても収集いたしません。近くの人

に迷惑がかかりますので、ご協力ください。

休日急病センターを開院

8月14日・15日

休日急病センター（下二審201－9999）を、

次の期間中開院しますので、ご利用ください。

♭開院日時　8月14日・15日

午前9時～午後5時

Ｄ診療科目　内科、小児科、外科

夏休みで～す

図書館を利用しましょう

周辺市町の歴史もよくわかります

夏休みの学習の参考に「図書館」（町民会館

2階）をご利用ください。誰でも利用できます

し、貸出しも行っております。

〔開館時間〕

0平日　午前8時30分～午後5時

0土曜　午前8時30分～正午

〔休館日〕

日曜日と祝祭日及び8月14日・15日は休館



賢
者
泉
勅
語

女
坑
夫
の
一
生
　
㈲

最
後
に
又
道
が
い
っ
た
。

「
甚
三
郎
と
キ
ヨ
、
よ
く
聞
け
。
夜
に
ま
ざ
れ
て
本
川

（
遠
賀
川
）
の
向
こ
う
土
手
を
川
か
み
へ
逃
げ
ろ
。
途
中
、

え
ぷ
ｈ
ソ

曲
川
に
架
っ
て
い
る
古
賀
の
ト
ン
ト
ン
橋
と
机
の
オ
カ
チ

橋
（
ど
ち
ら
も
土
橋
）
は
、
見
張
り
が
つ
い
て
い
る
の
で

つ

　

ぱ

渡
る
で
な
い
ぞ
。
渡
る
な
ら
樋
口
の
積
ん
場
（
川
船
へ
の

い
の
く
ま

石
炭
積
込
場
）
付
近
が
よ
い
。
渡
っ
た
な
ら
ば
猪
熊
の
田

ん
ぼ
道
を
ま
っ
す
ぐ
本
川
土
手
へ
走
れ
。
聞
く
と
こ
ろ
で

は
鉄
橋
か
ら
下
流
の
本
川
は
干
潮
時
で
も
深
く
て
渡
れ
な

い
の
で
、
土
手
道
を
一
気
に
立
屋
敷
ま
で
つ
っ
走
り
、
伊

左
座
あ
た
り
で
渡
る
が
よ
い
。
ま
た
岸
辺
に
繋
い
で
あ
る

猪熊の遠賀川土手

小
舟
で
渡
る
な
、

必
ず
足
が
つ
く
。

本
川
を
渡
っ
た

な
ら
ば
、
向
こ
う

土
手
を
上
流
へ
急

げ
。
山
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
越
せ
。
そ

こ
に
は
必
ず
炭
坑

が
あ
っ
て
広
島
も

ん
も
い
る
の
で
、

そ
れ
に
頼
る
が
よ

い
、
き
っ
と
面
倒

み
て
く
れ
る
は

ず
だ
。
ま
た
人
間

は
ど
こ
へ
行
っ
て

な
さ
け

も
、
人
の
情
で
生

き
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
人
か
ら
嫌
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
す

る
な
。
な
お
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
五
年
は
便
り
を

す
る
で
な
い
ぞ
。
わ
し
の
こ
と
は
心
配
せ
ん
で
よ
い
、
お

前
た
ち
の
便
り
が
く
る
ま
で
善
一
と
二
人
で
生
き
抜
い
て

み
せ
る
。
そ
う
と
決
っ
た
な
ら
ば
早
い
が
よ
い
。
今
晩
、

逃
げ
ろ
」

夕
方
、
キ
ヨ
が
坑
内
か
ら
あ
が
っ
て
、
な
に
食
わ
ぬ
顔

で
夕
食
の
仕
度
を
し
て
い
る
と
、
又
道
の
と
こ
ろ
へ
納
屋

ぜ
け
ん

頭
の
若
い
も
ん
が
女
物
（
女
郎
の
周
旋
仲
介
者
）
を
連
れ

て
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
明
日
、
キ
ヨ
を
迎
え
に
く
る
の

で
、
今
晩
、
風
呂
に
入
っ
て
体
を
よ
く
洗
っ
て
お
け
と
の

こ
と
、
ま
た
行
き
先
き
は
大
阪
の
大
き
な
家
で
、
な
に
も

心
配
す
る
こ
と
は
な
い
な
ど
、
く
ど
く
ど
い
っ
て
帰
っ
て

行
っ
た
。
な
ん
で
も
古
賀
の
ヤ
マ
か
ら
、
ほ
か
に
三
人
の

娘
が
売
ら
れ
て
い
く
と
い
う
。

キ
ヨ
は
夕
食
が
す
む
と
甚
三
郎
と
打
ち
合
わ
せ
た
通
り
、

九
時
す
ぎ
に
ヤ
マ
の
風
呂
へ
行
っ
た
。
す
で
に
ヤ
マ
で
は

監
視
体
制
に
入
っ
て
い
る
と
み
え
て
、
キ
ヨ
に
は
納
屋
茄

の
若
い
も
ん
が
風
呂
場
ま
で
、
尾
行
し
て
く
る
の
が
夜
目

に
も
わ
か
っ
た
。
キ
ヨ
は
風
呂
場
の
木
戸
を
く
ぐ
る
と
、

そ
の
ま
ま
裏
口
へ
抜
け
た
。
そ
こ
に
は
甚
三
郎
が
待
っ
て

い
た
。
二
人
は
手
に
手
を
と
っ
て
闇
の
な
か
を
曲
川
さ
し

て
走
っ
た
。
道
の
突
き
当
っ
た
と
こ
ろ
が
積
ん
場
で
あ
る
。

二
人
は
小
舟
が
繋
い
で
あ
る
の
を
み
て
、
又
造
が
忠
告
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
、
そ
れ
に
乗

っ
て
向
こ
う
岸
へ
つ
い
た
。
す
ぐ
積
ん
場
か
ら
「
舟
で
猪

熊
へ
渡
っ
た
ぞ
…
…
」
の
声
。
「
し
ま
っ
た
」
と
思
っ
た

が
あ
と
の
祭
り
、
こ
う
な
れ
ば
本
川
土
手
さ
し
て
走
る
以

外
に
道
は
な
か
っ
た
。

闇
の
な
か
で
甚
三
郎
は
、
キ
ヨ
を
抱
き
か
か
え
る
よ
う

に
し
て
走
り
、
あ
る
と
き
は
転
び
、
あ
る
と
き
は
励
ま
し
、

こ
ん根

か
ぎ
り
走
っ
た
。
二
人
は
息
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
土
手

ら
よ
う
ら
ん

へ
這
い
あ
が
っ
て
、
あ
と
を
振
り
向
く
と
、
提
灯
の
波
が

古
賀
村
さ
し
て
走
っ
て
行
く
の
が
見
え
た
。
そ
れ
は
古
賀

の
ト
ン
ト
ン
橋
を
渡
っ
て
本
川
土
手
へ
捜
索
に
行
く
人
数

で
あ
る
。
二
人
は
彼
ら
が
土
手
へ
あ
が
る
前
に
、
そ
こ
を

通
過
し
な
け
れ
ば
袋
の
ネ
ズ
ミ
と
な
る
の
で
、
ま
た
も
や

土
手
道
を
力
の
限
り
走
っ
た
。
し
か
し
、
し
ょ
せ
ん
は
女

づ
れ
の
足
で
あ
る
。

も
う
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
提
灯
の
方
が
早
か
っ
た
。

二
人
は
力
つ
き
て
、
近
く
の
枯
ス
ス
キ
の
な
か
へ
体
を
か

く
し
た
。
ま
も
な
く
大
納
屋
頭
が
子
分
を
連
れ
て
あ
が
っ

て
き
た
。
す
ぐ
近
く
に
二
人
が
か
く
れ
て
い
る
と
は
知
ら

ず
に
手
下
の
者
へ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
命
令
を
く
だ
し
て
い
っ

た
。「

こ
の
な
か
で
提
灯
を
持
っ
て
な
い
者
は
、
辰
の
手
下

と
な
っ
て
遠
賀
川
の
鉄
橋
と
線
路
を
か
た
め
よ
。
し
か
し

先
に
逃
げ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
足
の
早
い
者
が
四
、

五
人
、
中
間
ま
で
走
れ
。
す
ぐ
行
け
。
吉
、
お
前
は
子
分

を
連
れ
て
古
賀
と
机
の
渡
し
場
へ
行
け
、
猪
熊
の
渡
し
場

は
す
で
に
手
配
し
て
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
提
灯
組
は
、
灯

を
消
し
て
す
ぐ
散
開
せ
よ
。
ま
も
な
く
猪
熊
の
提
灯
組
が

二
人
を
追
い
あ
げ
て
く
る
は
ず
だ
。
待
ち
伏
せ
て
引
っ
捕

え
よ
。
も
し
発
見
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
猪
熊
の
提
灯
組

に
合
流
し
て
、
鉄
道
線
路
ま
で
追
い
あ
げ
ろ
。

ま
た
菊
と
勘
次
、
二
人
は
中
間
、
香
月
、
鞍
手
の
ヤ
マ

を
回
っ
て
、
大
納
屋
頭
衆
へ
手
配
を
お
願
い
し
て
こ
い
。

ど
て
ん

俺
は
、
机
渡
し
の
渡
店
（
茶
屋
）
で
待
っ
て
い
る
。
か
わ

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
報
告
せ
い
」

闇
の
な
か
で
大
納
屋
意
の
声
は
、
あ
た
り
に
響
き
わ
た

っ
た
。

（
つ
づ
く
〕
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